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札幌市の交通安全 http://www.city.sapporo.jp/kotsuanzen/ 

 

札幌市の交通安全 http://www.city.sapporo.jp/kotsuanzen/ 

自転車の交通ルール違反にも 

  処罰があります！！ 

 自転車は、環境にやさしく手頃な乗り物として、子どもからお年寄りまで幅広い年齢層に利用されて

います。 

しかし、歩道の上をわがもの顔で走る自転車や、自転車に乗りながらの携帯電話使用、夜間の無灯火

走行など、危険な自転車走行も見受けられます。 

自転車は軽車両であり、法律で通行方法が決められている乗り物です。交通ルール違反は交通事故に

直結しますので、いまいちど自転車の正しい交通ルールや安全な利用方法について、見直してみましょ

う。 

札幌市交通安全運動推進委員会では、小冊子『セ

ーフティ自転車ライダーのススメ！』を発行し、

自転車マナーの啓発を行っています。 

また、札幌市のホームページにおいて『さっぽ

ろバーチャル自転車教室』を開設しています。ぜ

ひご体験ください。 

他にも、飲酒運転・信号無視などの自転車

の交通ルール違反が罰則の対象となっていま

す。 

 

『さっぽろバーチャル

自転車教室』で検索！ 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

  

ハイビームとロービームのこまめな切替えで夜間の歩行者や自転車を早期に発見し、交通事故を未然に防ぎ

ましょう。道路交通法上は、他の車両と行き違う場合など他の交通を妨げるおそれのあるとき以外は、ハイビ

ーム（上向き・遠目）での走行が基本です。 

 また、ライトをこまめに切替えることで、歩行者や自転車利用者に対して車の存在を早めに知らせることが

できるほか、ドライバーの緊張感が保持され、漫然運転や居眠り運転の防止にもつながります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

車のライトは原則ハイビーム！！ 

ハイビームとロービームでは照射範囲がこんなにも違う！ 

 

 

 

 札幌も暖かくなり、スポーツに適した季節になりました。健康増進のための手軽な運動として、ウォ

ーキングやジョギングを行う人が増加しています。一方で、信号を無視したり、斜め横断をしたりと、

ルールやマナーを無視した危険行為を目にすることがあります。交通事故を防止するポイントとして以

下のことに気を付け、安全に運動しましょう！ 

 

事故防止のポイント 

●歩行者であることを忘れずに！ 

・歩道のある道路では歩道を、歩道のない道路では右側を通行しましょう。 

・歩行者用信号を守りましょう。 

・斜め横断はやめましょう。 

●音楽を聴きながら歩く・走るのは危険です！ 

●夜間は目立つ色の服装と夜光反射材の活用を！ 

 


